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財務上の特約が付されたシンジケートローン契約の締結に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日 2025年 11月 26日開催の取締役会において、以下のとおり、電気炉設備と生産能力増強設備に

必要な資金の合計約 60億円の内、シンジケートローン契約による借入による 55億円（最大）及び、短期借入

金による 5.5億円（最大）を調達すること（以下、「本契約」という。）を締結することを決議いたしましたの

で、お知らせいたします。 

 

１．本契約締結の目的 

 

2023 年８月７日付で開示した「固定資産の取得及び特別損失の発生見込みに関するお知らせ」及び 2025 年

３月 27日付で開示した「固定資産の取得及び資金の借入に関するお知らせ」にて開示しました、取得予定資産

の取得資金を柔軟な対応及び、安定的な資金調達手段を確保することを目的として、本契約を締結することと

いたしました。 

 

２．本契約の締結日について 

 

合計金額約 60 億円の内、シンジケートローン契約による借入金 55 億円（最大）については、2025 年 12 月

30日を第一回とし、最大４回のシンジケート方式タームローンにより調達、短期借入金につきましては 5.5億

円（最大）を 2026年 11月 30日に資金の調達を予定しております。 

 

３．シンジケートローン契約の概要 

 

（１） 総借入限度額 5,500百万円  

（２） 借入形態 コミットメント期間付タームローン 

（３） 契約締結日 2025年 11月 28日 

（４） コミット期間 2025年 11月 28日から 2026年 11月 30日 

（５） 返済期限 各個別ローンにつき実行日の９年後応当日 

（６） 借入金利 TONA T.S.R５年＋スプレット 

（７） 資金使途 設備投資資金 

（８） アレンジャー・エージェント 株式会社みずほ銀行 

（９） コ・アレンジャー 株式会社三菱 UFJ銀行 

（１０） その他参加金融機関 

 

 

株式会社りそな銀行 

株式会社三井住友銀行 

株式会社伊予銀行 

（１１） 保全 無担保・無保証 



 

 

４．シンジケートローン契約に付される財務上の特約内容 

 

2026 年３月期決算以降、各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表上の純資産の部の金額を 2025 年

３月期決算の末日における連結の貸借対照表上の純資産の部の金額の 75％以上に維持すること。 

2026年３月期決算以降の決算期を初回の決算期とする連続する２期について、各年度の決算期における連結

損益及び包括利益計算書に示される経常損益が２期連続して損失とならないようにすること。 

 

５．今後の見通し 

 

 本契約による 2026年３月期の当社連結業績への影響は軽微であると見込んでおります。 

今後業績に重要な影響を及ぼすことが見込まれる場合は、速やかにお知らせいたします。 

 尚、本契約による借入金は、株式会社クボタとの製造合弁新会社設立時に、新会社へ承継する予定です。 

 

 

 

以 上 


